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（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

〇
個
人
の
各
年
分
の
事
業
所
得
の
金
額
の
計

算
上
必
要
経
費
に
算
入
す
る
租
税
特
別
措

置
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ

る
負
担
金
又
は
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所

得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
す

る
同
法
第
六
十
六
条
の
十
一
第
一
項
第
五

号
に
掲
げ
る
負
担
金
に
係
る
公
益
法
人
等

及
び
基
金
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件
（
同
三
九
七
）

O
P

〇
国
債
証
券
買
入
銷
却
法
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
国
債
の
買
入
消
却
に
関
す
る
件

（
同
三
九
八
〜
四
〇
〇
）

〇
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七
条
の
三
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名

称
を
公
表
す
る
件
（
厚
生
労
働
五
〇
二
）

O
R

〇
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
三
十
八
条
の
七

か
ら
第
三
十
八
条
の
九
ま
で
の
規
定
に
基

づ
き
、
休
業
補
償
の
額
の
算
定
に
当
た
り

用
い
る
率
を
定
め
る
件
（
同
五
〇
三
）

P
M

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
五
〇
四
）

Q
N

〇
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
生
物
由
来
製

品
及
び
特
定
生
物
由
来
製
品
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
同
五
〇
五
）

〇
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
九
十
五
条
の
六
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

物
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件（
同
五
〇
六
）

〇
国
民
年
金
の
特
定
保
険
料
を
納
付
す
る
場

合
に
納
付
す
べ
き
額
を
定
め
る
件

（
同
五
〇
七
）

Q
O

〇
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象
と

な
ら
な
い
医
薬
品
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
五
〇
八
）

〇
新
潟
空
港
の
飛
行
場
灯
火
に
つ
い
て
告
示

し
た
事
項
に
変
更
を
加
え
た
件

（
国
土
交
通
一
一
九
八
）

Q
O

〇
外
国
人
造
船
就
労
者
受
入
事
業
に
関
す
る

告
示
を
制
定
す
る
件
（
同
一
一
九
九
）

〇
潜
水
船
の
ト
ン
数
の
算
定
方
法
を
定
め
る

告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
二
〇
〇
）

R
L

〇
放
射
性
同
位
元
素
等
車
両
運
搬
規
則
の
細

目
を
定
め
る
告
示
及
び
核
燃
料
物
質
等
車

両
運
搬
規
則
の
細
目
を
定
め
る
告
示
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
二
〇
一
）

〇
航
海
用
具
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示
（
同
一
二
〇
二
）

R
M

〇
圧
縮
ガ
ス
又
は
液
化
ガ
ス
を
燃
料
電
池
又

は
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動

車
に
こ
れ
ら
の
ガ
ス
を
充

す
る
た
め
の

設
備
の
基
準
を
定
め
る
件（
同
一
二
〇
三
）

〔
資

料
〕

国
庫
歳
入
歳
出
状
況
（
平
成
二
十
六
年
度
平

成
二
十
六
年
十
月
分
）（
財
務
省
）

R
M

〇
内
閣
官
房
令
第
五
号

人
事
統
計
報
告
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
十
二
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
事
統
計
報
告
に

関
す
る
内
閣
官
房
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
官
房
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

人
事
統
計
報
告
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
官
房
令

人
事
統
計
報
告
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
（
昭
和
四
十
一
年
総
理
府
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
、
第
三
条
及
び
第
七
条
第
二
項
中
「
一
月
及
び
七
月
の
各
月
一
日
現
在
」
を
「
七
月
一
日
現
在
」
に
、「
そ
の

月
の
二
十
日
」
を
「
七
月
二
十
日
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
１
、
第
３
及
び
第
７
中
「

月
１
日
現
在
」
を
「
７
月
１
日
現
在
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
内
閣
官
房
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
八
十
二
号

北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
第
五

条
、
第
五
条
の
二
、
第
五
条
の
三
及
び
附
則
第
二
条
並
び
に
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に

関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
四
百
七
号
）
第
二
十
二
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令

北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
内
閣
府
令
第
八
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
（
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
十
五
条
を
除
く
。）中
「
帰
国
被
害
者
等
」
を
「
対
象
被
害

者
等
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
被
害
者
又
は
」
を
「
被
害
者
（
以
下「
被
害
者
」

と
い
う
。）又
は
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、「
そ
れ
ぞ
れ
「
被
害
者
」
又
は
」
を
削
る
。

第
二
条
中
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
決
定
す
る
た
め
に
」
を

「
決
定
す
る
た
め
、
本
邦
で
医
療
を
受
け
る
た
め
そ
の
他
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
に
、「
帰
国
又
は
入
国
後
永
住
の
意
思
を
決
定

し
」
を
「
永
住
す
る
意
思
を
有
し
て
本
邦
に
居
住
し
」
に
改
め
、「
場
合
」
の
下
に「（
当
該
帰
国
被
害
者
等
が
法
第
五
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
老
齢
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
と
き
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を「（
拉
致
被
害
者
等
給
付
金
の
額
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
帰
国
被
害
者
等
」
を

「
永
住
被
害
者
（
法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
永
住
被
害
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
永
住
配
偶
者
（
同
項

第
七
号
に
規
定
す
る
永
住
配
偶
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
帰
国
し
、
又
は
入
国
し
た
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
被

害
者
の
子
等
で
あ
っ
て
、
本
邦
に
永
住
す
る
意
思
を
有
し
て
本
邦
に
居
住
す
る
も
の
（
以
下
「
対
象
被
害
者
等
」
と
い

う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

対
象
被
害
者
等
の
属
す
る
世
帯
に
お
い
て
対
象
被
害
者
等
が
、
被
害
者
の
子
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い

な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）で
あ
っ
て
被
害
者
で
な
い
も
の
の
う
ち

帰
国
し
、
又
は
入
国
し
た
も
の
（
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て「
帰
国
入
国
し
た
被
害
者
の
子
の
配
偶
者
」と
い
う
。）

を
扶
養
す
る
と
き
の
当
該
世
帯
に
属
す
る
対
象
被
害
者
等
に
支
給
す
る
拉
致
被
害
者
等
給
付
金
の
月
額
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
月
額
に
三
万
円
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

™


		2014-12-25T15:14:23+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




